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【はじめに】
　スポーツ選手のけがからの復帰においてアスレ

チックリハビリテーションの過程は必須であり，通常

はけがに対する医学的知識をもち治療過程を熟知し

たトレーナーがアスレチックリハビリテーションを担

当する．しかし，ときに治療側の意図に反する行い

がなされて選手が不利益を被るだけでなく，選手周

囲の医療関係者に多大な迷惑を及ぼすことがある 1）．

　アキレス腱断裂手術例でパーソナルトレーナーの

関与によって再断裂を起こし，復帰が遅れた症例を

呈示する．

【症例】　
36 歳， 男性

既往歴：脛骨骨折，膝後十字靱帯損傷など

現病歴：サッカーの練習中に右アキレス腱を断裂し

た．受傷当日にマルチ法に準じて縫合し，術後は当

院のプロトコール 2）に従った． 

　術後 7 週と4 日でアキレス腱用装具を除去した．

ほぼ同時期に患者から懇意にしているパーソナルト

レーナーのもとでトレーニングを行いたいとの希望が

あった．

　患者，パーソナルトレーナーと当院および関連施

設のスタッフが一同に面談し，患部外トレーニングに

限りパーソナルトレーナーが介入して，患部に負荷の

かかる運動は一切行わないことを確認したうえで許

可をした．以後週 1 回のパーソナルトレーナーによる

トレーニングが行なわれていた．

　術後 3 ヵ月の再診で足関節の可動域に左右差は

なく，片側ヒールレイズが可能であり， MRI ではア

キレス腱実質にび慢性の高輝度変化を認めるのみで

あった（図 1）． 

 
図 1：MRI T2 強調脂肪抑制矢状断像：術後 3 ヵ月 . 
修復したアキレス腱にび慢性に高輝度変化を認めた .

　術後 19 週，パーソナルトレーナーのもとでジャン

プ運動を繰り返した際（図 2），患部の痛みと腫脹

を自覚したが当院へ受診せず，運動を控えるにとど

まっていた．
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図 2：ジャンプしながら前方へ移動している .

  

図 3：MRI T2 強調脂肪抑制画像：術後 6 ヵ月．
アキレス腱実質内に液体貯留を認めた .           
a: 矢状断像 .  b: 横断像 .  

　術後 6 ヵ月の再診時には患部の腫脹を認めたが

かなり減じたとのことであった．圧痛はなく，荷重や

動きによる痛みは訴えなかった．MRI でアキレス腱

実質内に血腫を疑う液体貯留像がみられ，部分断

裂と判断した．（図 3 a,b）． 

　完全断裂に至る可能性があるため，運動強度は

現状維持とした．パーソナルトレーナーからの情報

は全くなかった． 

　MRI で液体貯留の退縮を確認しながら徐々に運

動強度をあげ，術後 9 ヵ月半で公式試合に出場した．

【考察】
　当院ではアキレス腱断裂症例の運動復帰時期を

術後 6 ヵ月としている 2）．本例はこの再断裂によって

約 3 ヵ月復帰が遅れたことになる．

a

a b

　アキレス腱再断裂は，アキレス腱断裂の治療中に

起きる合併症の１つであり，再断裂率は保存的治療

のほうが観血的治療よりも高い傾向にある 3）．いず

れも修復過程にある強度の低い腱に不意の荷重な

どで負荷がかかることにより発生する．

　本例の再断裂は患部に過剰な負荷をかけたトレー

ニングによって起きたことは明白で，やってはならな

いとしたトレーニングを行っていたこのトレーナーの

責任は重大である．本件に関する事後の報告が一

切なかったこともトレーナーとしての倫理を疑う．

　本例は部分断裂であったのが不幸中の幸いであっ

た．完全断裂であればアキレス腱の再建も考慮に入

れた治療を行う必要がある . また再手術から 6 ヵ月

以上の復帰期間を要することになり， 選手生命が絶

たれる可能性もありうる .

　アスレチックリハビリテーションはスポーツ選手の

けがからの復帰においてなくてはならない過程であ

るが，それを担うトレーナーはしっかりとした医学知

識を持っていること，治療した医師や理学療法士と

綿密な連携をとる必要があることは言うまでもない 1).

　医学的知識がない，かつ責任のないところで行動

するトレーナーの規制を強く望みたい．

【結語】
　パーソナルトレーナーの関与で復帰が遅れたアキ

レス腱断裂縫合例を報告した．

　責任をとらないトレーナーはアスレチックリハビリ

テーションに関与すべきではない． 
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表１：当院のアキレス腱術後プロトコール 2)


